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㎜
週
㎜間
㎜
墨

朧

戴

耐難

一

午
前
十時
か
ら十
二時
ま
で、
午
筏
鳳

九
月
十
五
日
(火
)
特
別
講
演
会
「共
　
か
ら　
ゆ
　
お
ま
で
のひ
ぷ

め　　

簾
罪
魏
魏
郷
肋一聲
議

(胴講
鍵
詳

・エ
フ
・オ
ド
リフ
ス
コ
ー
ル
氏

学資
金
交
付

午
前
九
時
三十
分か
ら

地

震

予

知

に
新

発

見

卵
簾
羅

京
大
防
災
研
の
一戸
時
雄
教
授
は
、
こ
の
ほ
ど
、
過
去
二
十
七
年
間

の
連
続
観
測
の
デー
タ
か
ら
、
地
震
予
知
の
手
が
か
り
と
な
る
地
殻
笈

動
の
異
常
に
つ
い
てま
と
め
た
結
果
、
地
震
の
前
に
は
共
通
し
た
前
蟹

現
象
のあ
る
こと
を確
源
し
た
。
こ
の
前
駆
現
象
に
っ
い
て
岡
教
授は

四
月
、
篇
一同災
冨
科
学
総
合
講
演
会
(主
催
、
文
耶
省
特
定
研
究災

嵩
総
合研
究
班
馬
会
場
名
古
屋
大
)
で
「地
震
に
伴
う
地
殻
変動
の異

常
に
つい
て」
と
題
し
て
発
衰
し
た

一戸教
授
によ
って
確
認
さ
れ
た
前
駆
現
象
とい
う
の
は
、大
地
震

の
前
にほ
ぼ
共
通
し
て
、
地
震
発
生
前
に
敏
小
な
盛り
あ
が
り
を
生

じ
た後
、
元
の
状
態
に
も
ど
る
と
い
う
変
化
が
あ
ると
いう
も
の
。

こ
の
俊化
を
紀
録
し
た
地
震
は
、
デ
ー
タ
の
甲
で
篇
取
地震
な
ど
十
例

あ
る
。
応

援

団

が

学

園
歌

募

集

京
犬
応
像
団
で
は
現
在
学
園
歌
を
募
集し
て
いる
馬京
大
に
は
二
十

八
免
で
き
た
学
生欣
の
外
、
応
援
歌
「新
生」
「花
の
香
」
「ダ
ー
ク

・ブ
ル
」
鴫が
作
ら
れ
て
い
る
が、
学生
轡
唇
の
み
ず
み
ず
し
い
感
覚

を
譲
歌
雪
る
に
は
+
分
とは
い
えな
い、
そ
こ
で
新
し
い
学
園
歌
を
募

集
しよ
う
と
い
う
も
の
。応
援
歌
の
募
集
は
昨
年
も
行
な
わ
れ
た
が
㌦

瀬
当
な
も
の
が
な
か
っ
たも
の
で
、
今
回
は
表
現
を
費
竃
に
、
親
し
み

易
い
歌
を
作
れ
るよ
う
に、
応
援
歌
に
限
ら
ず
学
園
歌
と
し
て
募
集
さ

れ
る
。
【要
項
】

▽
内
容
応
援
欧
、
学
生
欧
、
通
遥
歌
そ
の
他
形
式
を
と
わ
な
い
。.

▽
応募
資
格
者

京
大
学
生
、
職
員

▽締
切

+
月
未
日

▽
金

一等
の
み
五
干
円

▽
備
考

審
査
は
応
援
団
員
が
行
な
い
、
作
曲
は
作
曲
家
に
催
蠣の
予

定
窪
品
は
応
援
団
B
O
X
に
持
参
室
る
こ
と
を
畷
ん
で
い
る。

教
育
学
部
新
築
工
亭
始
ま
る

京
大
多
期
総
合
計
醐
の
一環
と
し
て
行
な
わ
れ
る
教
育
学
部
移
転
に

先
甜
って
、
八
月
二
+
八日
、
同
学
部
新
校
禽
よ
地
区
(本
部
構
内
の

学
生
部
閑
側
)
で
地
釧祭
が
と
り
行
なわ
れ
た
。

今
同
の
第
一期
J
嘱で
は
、
蝦
下
瑚階
、
地
上
四
階
の
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ート
ビ
ル
が
瞳設
さ
れ
る
こ
と
に
な
って
お
り
、
ひ
き
つ
づ
き
四
十

年
展
か
ら
は第
二期
工
事
が
進
め
ら
れ
る
。
新
校
舎
の
脚
積
は
延
べ干

百
五
+平
方
M嗣、
二
つの
講
義
室
と
+
六
の
研
究
室
を
備
え
て
い
て、

工費
は
三千
六
百
万
円
、
来
春
完
成
の
予
定
で
あ
る
。

藝
京
大
人
事
ミ

鼻侵
▽
開
助
教
授

三
宅
弘
三
(化
学
研
原
子
概
科
学
研
助手
)

世
艮明
(彊
助
手
)

西
村
奎
吾
(粛
大
原
子
桜
研
助
手
)
▽法
助
教

授

村
松
瞑
夫
(法
助
手
)
▽
医
助
教
授

半
田
肇
(医
助手
)
▽
法

助
教
授

佐
藤
幸
治
(医
助
手
)
▽
工
教
助
教授

島
田泰
平
0⊥教

助
芋
)
▽
原
子
炉
実
験
所
助
教
授

木
曽
義
之
(原
子
炉
案
験
所
助

手
)
▽
教
餐
教
授

宮
田
尚
之
(医
肪
教授
)
▽岐
大
医
教
授

藤
村

一
(化
学
研
助
教
授
)
▽
理
付
檀物
生態
研
教
授
畠
山
伊
佐
男
(周
助

教
授
)
▽
人
文
科
研
教
授
会
田雄
次
(人
文
科
研
助
教
授
)
▽
法
教

授

勝
田
吉
太
郎
(法
助教
授
)

併
妊
▽
防
災
研究
所
助
教
授

金
多
潔
(丁
助
教
授
)
▽
教
農
部

上
坂
章
次
(農教
授
)

後
藤
良
造
(芽
教
授
)
▽
評
議
員
大
山鶏

一
(文
教
授
)岸
本英
太
郎
(経
教
授
)
▽
工
堂
研
究
所

青汎
四
郎

(工
教授
)
高
村
仁
耐
(同
)
▽
理
教
授

常
山
伊
佐
男
(植
物
生
態

研
教授
)
▽
結
核
研
附
属
病
院
長

内
牒
益
一
(紡
核
研
教授
)
▽
理

附
属
天
文
台
長

宮
本
正
太
郎
(天
文
台
教
授
)
▽
原
子炉
実
験
所

吹
田徳
雄
(阪
大
∫
教
授
)
▽
教
理
解
析
研
教
授

正
田健
次
郎
(阪

大
墾
礎
工
学
科
教
授
)
▽
原
子
炉
実
験
所

本
城
市
郎
(阪
大
湖
教

授
)配
置
換
▽
工
学研

紅
田
弥
(工
助
教
授
)
▽
競
雇
溺
智
M
課
課

補
佐

畑
正
二
(岡
主
設
藻
課
長
桶佐
)
▽数
理
解
析
研

島
田
信
夫

(名
大
教
養
教
授
)

辞
職
▽
小
川
和
耶
(医
助教
授
)
▽山
口蚕
郎
(農
助
教
授
)
▽
簡

橋
三
雄
(薬
助
教
授
)
▽中
江
鷲
彪
(轟
付属
溺
習
林
助
教
授
)
▽
田

代
裕
(医
助教
授
)

採
用
▽教
獲
助
教
授

上
田
閑
照

転
任
▽医
付属
皮
膚
病
狩
別
研

岡
田
誠
田
耶
ぺ厚
生
省
岡
Ψ
療
養

「

所大
島
胃
松
襯
医
務
課
長
)

事
務
▽
米
機
研
究
所
長
事
務
代
埋

北
雌
弘
一郎
(木材
研
教
授
)

▽
保
麺
診
撮
所
畏
事
務
取
扱

横
田
実
(弔
務
周
畏
)
▽
結核
研
付属

[

病
院
事
嶺
務
取
扱

内
腰
益
一
(納
核
研
教
授
)
▽法
学部
憂
事
務
代

理

大
隅
健
】郎
(法
教
授
)
▽
医
付
属病
翫
挺事
務
代
鯉

医
付
属

衛
生
検
査
技
師
学
校
長
事務
代卿
▽
荒木
十
里
(医
教
授
)
▽
総
摂
事

務
代
煙

隙
広
武
助
(了
教技
)
。

社
共
を
梁り
こ
え
た
"第
三
醐
流
8

を
襟
傍
づ
る
共
産
同
を
は
じ
め
と
す
る

+
一組
織
は
八
月
二
日
に
「全
国
労
働

者
学
生
集
会
」
翌
三
日
に
「全
学
連
再

建
準
備
全
国
学
生
集
会
」
京
都
を
、
大

阪
で
も
ち
、
「闘
う
労
働
蛍
の
統
'戦

線
」
を
志
同
し
へ
.「十
二
月
全
学
運
再

建
」
を
碓
醒
し
た
。

㌧

「全
掌
遷
再
建
瓶
備
全
国
集会
」は
三

目
午
後
二
時
か
ら
京
都
市
内
先斗
(ぽ

ん
と
)
町
の
歌
舞
纏
場
に
全繭
各大
学

の
乎
民
学
巡
派
、
マ
ル
学
同革
マル
派

を
除
く
醐
流
の有
志
約
六
百
人の
参
加

の
も
と
に
開
かれ
た
。

集
会
は
粟
大
教
薦
の
太
田君
を
議
長
に

選
出馬
参
加
各派
の
馨

擾
明
の
あ
と

決議
文と
ス
ロ↓
"ン
を
満
場
一致
で

採
択
、
閻
四
時
づ
ぎ
閉
会
し
た
。

決
議
文
は
昨
年
以
来
の
運
動
を
総
括

し
、
日
韓
会
談
反
対
、
憲
法
改
悪
阻

止
の
大
衆
闘
争
を
行
い
、
労
働
運
蛇

の
新
た
な
段
躍
の
も
と
で
、
六
・
一

九
鱒
の
高
揚
を
闘
って
き
た
が
、
転

換
期
を
む
か
え
て
、
新
た
な
政
治
的

結
集
と
運
動
論
が
要
請
さ
れ
て
いる

と
し
て
い
る
。

ま
た
再
堵
全
学
運
の
課
題
と
し
て
①

日
韓
-憲
法
の
日
本
プ
ル
ジ
ア
ジー

の
攻
勢
を
阻
止、)②
そ
の
中
で
の労

働
運
製
再
編
の
方
向
づ
け
と
③全
掌

連
の
役
割
の
碓
認を
あ
げ
て
いる
。

展
開を
碓
認
し
、
自
由
連
台
的
な
全

学
運
再
姻
を
准そ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
。

い
っ
ぽう
去
る
七
月
に
は
全
学
連
派

を
な
の
る
マ
ル
砂
【
革
マル
派

動
き
も
あ
る
と
いわ
れ
、
九
月
以
陣

の
平
民
ソ逮
囚の
-堺
も義
雌
派
の
吻

き
と
と
も
に
抗
国
さ
れ
て
い
る
。

な
お
爪大
で
は
由二
慌派
は
九
月
全
目

代
を
11
水
し
へ
統
一派
は
小
野
秀
生

η
を
平
民
学
煙
の
甲
央
常
任
安
員
に

出
し
て
い
る
。

一方
幽
西
ブ
ン
ド
、
革
共
同
全
国
委
等

の
主
憧
に
よ
る
「日
韓
会
談
粉
砕
、
徽

法
改
愚
阻
止
、
反
戦
労
働
者
学
生
集

会
」
は
八
月
二
日
午
後
十
二
時
三
十
分

か
ら
大
阪
大
手
前
国
民
会
嬉
に
、約
千

七
百
人
の
労
働
者
、
掌生
を
結集
し
て

来
四
分
血
裂
の
状
態
に
あ
っ
た
新
左

翼
醐
撫
が
第
三
湖
流
と
し
て
統
鴫を

志
向
し
、
労
鋤
遮
瑚
に
大
き
な
転
換

を
も
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

岡
樂
去
は
去
る
六
月
に
開
か
れ
た
八

・二
集
会
実
行委
員
会
吊
欄
会
で
決

窟
さ
れ
た
次
の
ス
ロ
↓
〃ン
を
か
か

げ
て
い
る
。

一、
日本
帝
閑主
義
の世
略
と
抑
圧

の
紋
策
ーー日
韓
会
絞
を
粉
酔
せ
よ
。

憲
法
改
愚反
対
。

一、
帝國
主
義
首と
ス
タ
ー
リ
ン
王

義
君
の核
兵
器
競
争
粉
碕
。

白然 煽
鱗
150周

科
挙
者
の
創
造
性
湯
川
秀
樹

偉
套

さ
れ
る
条
件

現
代
科
学
を
切
り
開
く
道
…
・委

歯餐

の雫

確
類拷

掌黎

孟言影

社
・共
の
平
和
運
動
に
か
わ
る
ー
ー

 
【

.反
帝
闘
争
あ

ざ
す

具
体
的
に
は
七
月
以
米
坦
求
され
て

い
る
粛
大
教
養
、
阜
大
一政、
法
大

政
経
、
明大
、
中
大を
甲
心
と
し
た

都
学連
の
再
婬
をな
し
、
九
月
全
国

自
治代
に九
州
学
連、
兵
庫
県
学

適
、
大
阪
府
学連
、
京
那
府
掌
連
、

都
学
連
を
績
渠
し
て日
韓
N
憲
法

闘
争
の
中
で八
中
委
-
九
大
会
路
繊

に
立
脚
し
た
原
則
的
な
学
生
逗
鋤
の

些
擁
難
総

'

第
二
+
端阿大
会
を
開
いて
お
り
、

平
民
学迷
(闘
統
一派
)
も
第
二
回

全
国
大
会
で、
今
年
甲
に
全
学
連
の

結
成
す
る
と
の
決
議
を
な
し
て
い

る
。
学
生
運
勤
に
お
け
る
も
う
一つ
の
調

流
構
改
派
は
平
民
掌
連
の
招
麟
状
が

く
れ
ば
統
社
風
(フ
ロ
ン
ト
)
の
立

命
館
、
神
大
等
は
応
じ
よ
う
と
い
う

開
か
れ
た
。

岡
集
会
は
今
年
展
毒
闘
の
最
大
の
や

ま
場
で
あ
った
四
・
一七
ス
ト
崩
壊

過
糧
の
な
か
で
生
産
点
に
お
い
て
、

民
同
、
日
共
の
指
導
を
の
り
こ
え
戦

闘
的
に
闘
っ
た
労
働
者
を
「労
働

者
、
学
生
赦
治
組
織
」
と
し
て
結
集

し
て
今
後
の
闘
争
の
方
向を
明
ら
か

に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
安
保
以

藍

」一
義

.呈

言
嘘一:

一言

・「∵
三

「=.籍
二

昌=,
鉱∵

一芸
・
一一一
一畠一一」

「∵

三
冑三
「「.8蓄

曹一∵

帆三三

一一
・曇
一;

㎜.
脚
ミ

≒
.
二葦

串
.
,三
言

一賜

一曇
・謡
.
三
一一一・
聾

一ξ

一鶉.・墨ξ

乎

畠
言

冒苧

亀゚言
」
駕

教
養
部
に
学
生
会
館

文
部
省

数年
前
か
ら
学
生
層
の
同
で
遡
動
が
盛

り上
が
って
いた
学
生
会
郎
設
立
間
題

は
最
翫、
京
大
会
錦
プ
ラ
ン
が
出
さ
れ

るの
に前
後
し
て
実
現
の
可
能
性
が
麟

ら
れ
て
い
る
。

現
在
問
題
に
な
って
い
る
学
生
会
館

は
文
郎
省
規
準
に
従
う
も
の
で
、
規

模
は
延
ぺ
坪
約
七
〇
〇
、
予
算
七
5

八
千
万
円
ぐ
ら
い
の
も
の
で
、
大
ホ

τ
ル
、
オ
ー
デ
ィ
オ
ル
ー
ム
(音
楽

鑑
賛
)
、
会
議
墨
、
和
艇

ラ
ウ
ン

ジ
(懇
詰
至
)
、
食
堂
笥
を
傭
え
て

い
る
も
の
で
あ
る
が
、
サ
ー
ク
ル
ポ

ック
ス
等
は
含
ま
れ
な
い
。

予
算
化
は
四
十

一
年
度
か

学
態
圓題
が
急
趣
に
進
展
し
た
の
は
、

従
米
、
学
生
の
要
水
と
文
部
省
規
㎎
が
.

く
い
進
い
、
国
費
建
設
を
嬰
謂
す
る
こ

と
が
出
来
な
か
っ
た
が
、
昨
年
暮
頃
か

ら
寄
何
に
よ
る
京大
会
鋸
が七
+
周年

記
愈
事
菜
と
し
て
函
陶
され
る
に
い
た

り
、
文
酪
省
規
準
に
反
つ
る
嬰求
をそ

ち
ら
で
満づ
こ
とが
出米
る
見
通
し
が

っ
い
た
た
め
であ
る
。し
かし
この
京

大会
館
も
、
今
後
予
算
面
、
設
計
面
管

鐸
で問
題
を
の
こし
て
いる
た
め
厚
生

問
題
にお
け
る
先
の
見
癌し
は
決
し
て

明
る
いも
の
と
は
い
いが
た
い
。

この
た
び
計
画
さ
れ
て
い
る
学
生
会

館
は、
空
地の
関
係
で
教
養
部
構
内

に
設
うけ
られ
る
こ
と
にな
る
が
、

教
婆
都側
で
は
新
徳
鋸
跡
に
な
る
か

吉
田
食
堂
横
に
な
る
か
は
決
定
さ
れ

て
い
な
い
。
予
算
化
も
四
十
哨年
展

に
な
る
模
様
で
、
貝
体
的
な
部
麗
割

繋
会

第

噂、
社
共
の
膜
切
り
を
聚
り
越
え
戦

闘
的
労
働
者、
学
生
の
統
噌行
助
を

強
化
せよ
。
日
本
帝
国
主
義
打
倒
の

戦
列
を
強
化
せよ
。

集
会
修加
組
織
は
次
の
+
一組
繊
で

あ
っ
た
。

共産
王義
首同
胆
、
共
産
主
喬
菅
同

盟
マ
ルク
ス
王
義
戦
線
、
全
電
遡労

働
還動
研
究
会
、
草
命
的
共
産
主
義

コ
期

工
事

に
着

工

新
学
生
寮
、
九
日
に
地
鎮
祭

九
日午
後
二
時
か
ら
教
向
学
部
校
内

爾側
一
円に
姐
奥
さ
れ
る
新
禦
の
地
鎮

祭
が
行
わ
れ
、
学
生
部
長
、
摩
生
脚

長
、
新
祭
闘
象
委
風
ら
が
出
席
し
た
。

こ
れ
は
京
大
の
摩
生
施
般
拡
允
謝
圃
の

華

↑
)て
轟

さ
れ
て
い
蕪

野
埜

寮
(名
は
夫
定
、
五
百
十
人
収
谷
)
の

第
一期
ユ
事
(百
七
十
六
人
収
器
、
A

棟
)
の
着
」
の
た
め
で
第
凶期
」
事
が

終
了
す
る
の
は
四
十
年
三
月
末
で
四
月

か
ら
入
寮
で
き
る
予
簸
。
入
寮
選
潟
、

内
鄙
備
品
な
ど
細
い
颪
は
今
後
闘
争
委

員
会
と
学
校
の
話
し
合
で
決
定
され

る
。

同
盟
全
国
委
員
会
革
命
的
マ
ル
ク
ス

主
議
派
、
第
四
イ
ン
タ
ーナ
シ
ヨ
ナ

ル
日
本
支
耶
、
腎
際
主
藏
其
産
謝年

囲
盟
、
マ
ル
ク
ス
主
義
樹
年
労
働
甘

同
盟
、
社
会
主
鵜
肖
年
同
盟
学
生班

協
議
会
、
(関
西
㌧共箆
主義
首
同盟

革
愈
剛
共
鰭
隻
義
省
側盟
全
国
委

員
会
以
土
参
加
組
織は
一名
ず
っの
議
事

運
醤
委
員
を
出し
、
突
行
委
員
長
(

"
長船
社
研
)の
あ
いさ
っの
あ
と

各組
鍛
の
態
度淡
明
、
基
謂
報
告
・

前
記
ス
ロー
ガ
ン
お
よ
ぴ
義
決
榔
の

採
択
、
大
会
矧
普
を
承
認
し
て
、
五

時
す
巻
閉
会
し
た
。
そ
の
あ
と
参
脚

者
は
大
手
前
上
甲之
島
コ
ー
ス
を
デ

モ
行
進
し
、
出
劫
し
た
約
七
百
人
の

府
驚
機
動
隊
と
も
み
合
い
二
人
の
逮

捕
者
を
出
し
て
解
散
し
た
。

き
三
静
・三
三

誓
・幽号

妾

き

軽

曇
騨゚
讐
き

,
'.三
=
胃
曹≦

言
9=

昌零
三
轟゚

り
に

つ
い
て
は
ま
だ
決
定
さ
れ
て
い

の
と
み
ら
れ
る
。

な
い
。

騰

ダ
砺

騙

翻

襲

蠣

鯉

京
大
人
事

海
外

出

張

戒
し
て
い
る
・
そ
の
王
な
も
の
嘆

同

嚢

晃
父
畜
研
裟

授
)
三
+

九
、
九
、
六
ー
三
十九
、
十
二
、
五
。

会
鯛
が
冨
製
で
あ
る
た
め
に
、
留
鐸
運

営
に
つ
い
て
学
生
の
自
治
椙
が
認
め
ら

れ
ず
般
計
に
関
し
で
も
大
学
の
実
情
に

即
さ
ず
、
形
式的
な
も
のを
掘
視
す
る

傾
向
が
あ
る
た
め
であ
る
。

「核
潜
」
問
題
に
対
処

府
学
連

一秋
の
学
生
運
期
は
「米
罎
潜
艦
寄
港

阻
止
」
と
い
う
1ーハ体
的
な
政
治
課
題
の

ロ

登
場
に
伴
い
、
活
発
な
勤
き
を
展
開
し

よ
う
と
し
て
い
る
。
既
に
双
都
府
学
速

は
+
一日
の
統
一行
動
を
提
起
し
、
当

日
立
命
館
大
学
で
開
か
れ
た
府
学
連
集

会
の
後
円
山
公
園
の
京
都
地
評
集
会
に

参
加
、
労
働
者
と
の
共
闘体
勢
を
坦
求

ず
る
構
え
を
み
せ
た
。

一力
、
全
圃
的
に
は、
十
二
日
聚泉

聞

で
開
か
れ
た
地方
学連
代衰
者会
議

㎜

で運
動
方針
を
討
議し
た
。
それ
に
㎜

よ
る
と
、
漂
潜艦
の最
補
の
嵜港
が

5脚

予
想
され
る
九月
下
旬
を
メ
ド
に
湿

o川

動
を
高
揚
し
てい
く
もよ
う
。

6㎜

京
都
府
学連
で
は
こ
の決
足
に
従
い
、

°㎜㎜㎜㎜㎜川

九
・
一
六
を
突
破
口
に

'+
六
日
、
=
+
五
日
の
両統
一行
動
を

提
興

梱
極的
な
活
動を
展開
し
よ
う

と
し
てい
る
。笥
に
二
+五
日
に
は
器

港
地
の
佐
世保
に
学生
を
派
遣
し
、
実

力
阻止
の行
動
を
行
なう
、
と
し
てい

る
。府掌
連
執
行
部
と
し
て
は
、
ζ
の
よ

う
獄阻
止
闘
争
を
金
函
的
に
、
圧
園

的
に
展
開
す
る
中
で
、
+
二
月
全
学

連
傷
煙
の
成
功
を
志
向
し
て
い
る
も

川1「1樹1「川11川雷・II.1冊8川1川1観m1,岡一
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湘
紙
哺
哺九
八
丹
掌
襯
の
眼
に
献

皿
問
題
を
と
り
上
げ
て
以
後
も
献
血

遵
劒
は
着
実
な
勤
き
を
小し
て
き
た

が
、
八
月
末
の
京
都
府
蜷
川
知
事
の

「献
血
遷
動
に
不
協
力
」
の
廻
明
が

出
て
か
ら
、
日
赤
献
皿
濤
動
の間
題

点
は
表
面
的
に
明
ら
か
に
浮
ひ上
り

始
め
た
よ
う
で
あ
る
。
噌日、
京
大

を
含
む
京
都
掌
生献
皿
連
盟
(理
事

轟篤
田正
人京
大
法

輌
一5
8
●
●

観園
三
)は
蜷
川戸
開
に

対つ
る
机
議
瀕
を
提

出、
ま
た厘
生
.省
か

ら細
酬
製
剤
瀞
長
急

派
の
函得
も
あ
って

蜷
川
知
項
は
あ
っけ

なく
戸
明
を
徹
回
、

協
力
を
申
し
出
た
。

と
こ
ろ
が
蜷
川
戸

明
が
こ
の
上
・六
月

頃
耕
聞
茜
紙
投
縛
欄

に
相
次
い
で
出
た

,
採

血

体

制
賊

間
轟
の
投
阿
内
h
の
く
り
淑
し
に
づ

ぎ
ず
、
螺
㍗
省
の
弁
明
が
そ

の
時
の

〃壕

甑
関
練
首
の
そ
れ
を

寡

も
で

る
も
の
で
は
な

い
と

い
う
こ
と

は
哨

体
何
を
表
わ
し
て
い
る
の
で
あ
ろ

つ

か
。こ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
隅国
お

瓜
ぴ
口口

赤
を
先

娼
と
し
て
行
わ
れ
る
ぬ
意
、

=
,

=
一二;=
篇
擢"=
冒二
一
二
二
一=
二
一
一

酬

献血運動と福祉政策
厚生省 日゚赤の欺隔を黙認するな

 

せ
る
と

い
う
、
こ
の
ぞ

っ
と
す
る
吊

製
が
爾

憩
の
名

に
隠
れ

き
れ
h
か

っ
た
に
す
ぎ
な
い
。
い
つ
も
馳へ
ら

叩

民
の

四
悪
を
外
か
ら
う
ま
く
あ
や
つ

り
調
轄
す
る
.齢
ず
の
厚
聾
省
が
そ
の

一一一「
二
「
一;一胃二■=岬=
曽乙
■
一
一二
=;
=呂
二胴=
=
一一,
一
;営

正
体
を
隠
レ
き
れ
た
か
った
、
と
み

た
ら
こ
の
聞
の
亭
傍
を
説
明
す
る
の

に
皮
肉
だ
ろ
う
か
。

最
近
医
学
生
新
聞
冨
ど
で
疑
問
視

さ
れ
始
め
た
日
赤
の
止
体
と
い
う
ζ

ジ
ュと
本
と
は
こ
こ
で
は
ひ
とま
ず
お
く
とし

来
国
が
行

て
も
(ただ
し
日
.傘ブ
ラ
ンド
・バ
ン

准
う
べ
き

ク
を
含
め
た
旦
小の
採
皿
機
構
の
忘

も
の
を
市

慢
と
欺
醐
に
閥
題
は
東
偵し
、
そ
の

民
の
「(

根
が
猷
い
こ
と
に
目
を
覆
う
べき
で

意
」
に
よ

は
な
い
が
)
、
こ
の
閥
.L
ぬ
るま
勘

って
巾
民

的
効
き
し
か
小さ
孤
か
っ
た臼
亦
を

間
で
や
り

も
わ
れ
わ
れ
は
疑
閂
の対
棋と
し
て

く
り
を
つ

は
ず
づ
わ
け
に
はゆ
か
な
い。

け
さ
せ
る

抗
議
茜
で
は
「b
赤
に
は
躍
な

と
い
う
国

し
」
と
し
て
吋ら
日
亦
献
而
運
」の

の
扇
枇
政

介
趨
に
当
っ
た戸
都
峯

献
m
連
盟

策
の
欠
陥

も
、
竜し
く
献
甑
品憩
バ
ソジ
を
紙

の
袖
・に

衛
から
桐
曲
に
野
楢
さ
せ
て
い
た
よ

す
ぎ
な

うな
日
赤
への
協
力
に
よ
う
や
く
疑

い
。

閥
の
μを
上
げ
始
め
た
よ
う
で
あ

た
ま
た

る
。
わ
れ
わ
れ
は
よ
う
や
く
世
固
に

ま
巾
民
同

認
識
さ
れ
飴
め
た
献
画
違
甥を
娠
慰

㌍
で
叫
で

昧
に
ぶ
っつ
ぶ
そ
う
と
い
う
よ
う
な

m
を
浦
わ

気
は
少
し
も
誤

。
た
だ
し

わ
れ
わ

れ
は
そ
れ
ら
』
勃

戸
戯
に
年
か

さ
れ

,

ね
は
苓
り
な
い
の
ヤ
あ
り
、
編
生

.旧

日

小
の
蝋
紬
を

露

賎で
る
わ
け
に

幡

ゆ
か
し
い
。
11
刀
口
体
と
し
て
の
厭

胤
"
日、
の

l
r
.
一別

～
,
る

、
(
立
)

一
ド
騨

曽

一
=
¶
隔

噌
}

一

ソ
煙
、
連
合
⊥
国
、仏
、
西独
、
イ
ン

ド
、
敦
魑
出
土
写
本鯛
査の
ため
▽
林

干博
(コ教
授
」
三
十九
、
九
A
ニ
ー

三
+九
、
九
、
二十
八
、
仏
、
西
独
、

計
線
形
力
学
の
現
状
醐
査
お
よ
び
マ
ル

セ
イ
ユの
「非
線
形
螢
勤
国
際
会
議
」

に出
鵬
の
た
改
▽
園
酬
逸
夫
(法
助
救

授
)
三
+
九
、
九
、
鱒-
三
十
九
、
十

二
十
八
、
タ
イ
。
マ
レ
　
シ
ア
連
邦
、

中
報
民
国
、
藁
購
ア
ジ
ア
諾
繭
象
に
お

け
る
欧
治
過
糧
の
比
載
研
究
▽
除
實

(結
核
研
助
手
)
三
十
九
、
八、
二
十

五
1
四
片
、
恭

二
十
四、
米
閏、
結

核
免
疫
に
関
つ
る
研
究
▽
潴熊
蓋
治

(丁
助
手
)
三
+
九
、
八、
鋼一十
五
ー

四
十
、
八
、
二
十
四
、
米
国、
瞭
子
有

機
化
学
の
研
究
と
反
応
速
皮諭
に関
づ

る
研
究
▽
畏
谷
川
朋
(農
助手
)
三十

九
、
八
、
三
十
ー
四
+
、
八、
二
+九

米
国
、
有機
合
成
の研
究
の
ため
▽
柳

島
静江
(教
撰助
教
援
)
三
十
九
、
十

、
嶋-
四
+、
三、
三
+
喝、
フ
ィ
ン

ラ
ンド
、
西
独
、
助
物
生
態
掌
の
研
究

の
ため

妻九月
-
帰
郷
し
て
い
た

騨
一生
が
続
々
と
京
都
へ
舞

い
戻
って
く
る
。
9掌
生

南
で
あ
る
こ
と
に
或
る
諏

の
陰
湿
准
い
ら
だ
ち
と
安

堵
感
を
抽
って
肉
か
ら
を

再
確
認
す
る
、
と
い
っ
た幾
分
ス
ッ
ト

ボ
ケ
タ
衰
情
を
浮
か
べ
な
が
ら
。
試
験

期
を
や
が
て
迎
え
る
僕
迷
は
、
そ
の
い

ら
だ
ち
と
費
堵
感
を
頭
蓋
の片
隅
に
遺

い
や
って
、
再
び
そ
そ
く
さと
"日
割

6
へ
、
深
ま
り
行
く
9秋
"
へと
還
っ

て
行
く
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で、
こ
の
帰

郷
i
ヒ
洛
と
い
う
過
程
で
起こ
る
異
和

感
と
,学
生
4
であ
る
こと
と
の
相
関

は
一体
僕
雌
にと
っ
て
需態
で
あ
り
う

る
の
だろ
う
か
。狗
に
り学
生
運
動
-

政
治
"
の醐
と
し
ての
ぼ
く
遠
に
と
っ

て
▼
と
もあ
れ
ド
補
し
て
い
る
学
生
に

と
っ
て、
そ
こ
で
冨
ま
れ
る
弧
独
な
作

業
と
し
ての
,隼
活
6
と
蝸
郷
し
た
時

点
で
の
目宅
で
の
そ
れ
と
が
同
じ
り生

活
4
と
名
づ
け
ら
れ
て
も
金
く
異
質
で

あ
る
こ
と
は
催
か
で
あ
る
。
そ
こ
で
は

川
必
然
的
に
り生
産
召
と
ワ消
機
醒
と
が

㎜
逆
転
し
、
生
活
を
拍
絶
し
た
と
こ
ろ
で

川
②
,生
抽
`
1
敷

性
が
顕
在
化
する

99
一力
、
同
℃
で
は
自
か
ら
の
生
活
穿
蘭

㎜
が
思
あ
鎖
域
に
大
き
取
位
蝋
を肖
め
る

㎜
こ
と
に
な
る
▼
,駿
ボ
ケ
π
と
いわ
れ

川
る
と
こ
ろ
の
こ
伽
よ
う
な
竺活
の
甲に

川
ど
っ
ぷ
り
と
浸
り
林
ん
だ
ぽく
逮
に
は

㎜
大
状
祝
と
し
て
の
慶

ポ
フ潜
問
題
も

㎜
あ
ま
り
に
ス
マ
長

に
生活
と
論
理
の

川川
体
系
に
紺
み
込
まれ
る
。
ワ生
沽
省
の

㎜
論
理
あ
だ
、
と
開き
甲
っ
てみ
て
も
又

1
い
川に
も
なら
な
い
。そ
こ
に
、
戦
微

-
一
峨
し
て軌
い
てき
た
りな
し
く
ず
し

騨
的
ロ
同
"の
形
険
㌧蘭
芽
を
み
る
の
は

照
う
がち
す
ぎ
だ
ろ
う
か
▼
ホ
ワ
イ
ト
・

カ
ラ
ー
的
牛
酒
を
の
足
し
よ
う
と
す
る

㎜
な
ら
は
、
や
は
り
ぼ
く
遡
に
残
さ
れ
て

"
い
る
の
は
不
断
に
学
ケ
を
薦
え
、
生
潔

川曾
的
幽
49と
し
て
の
ケ
拙
を
抽
絶
し
鯉生

拍
乙
さ凡
拍
ゐ
を
流
決
つ
る
こ
と
に
し

か
蛛い
よ
う
だ
.
そ
こ
に
政
治的
人間

と
し
・」義

休
と
し
・
・
り・4
二

"
訪

Ω
ハ
で
偏
み
か
ろ
つ
か
。
目
ハ
勾

一

ろ

駄

〃
も
こ
め

砿
が
ら
、
渚
駆

の
7

}

川
の
ゾ
ロ
ロ
ー
グ
を
μ
る
・

　

ケ

イ

ン
ズ

以

後
の
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理

論
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簸
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闘辮拶
学●騨諭

「思
想
」状
況
の
解
明
を

米
核
潜
艦
寄
港
激
臨
の
背
景

一

周
知
の
よ
う
に
こ
の同
題は
、
昨
年
一

敵府
は
さ
る
八
月
二
+
四
日
の
閣
議

月
ア
メ
リ
カ
側
か
ら
路
港
巽請
が
あ
り

で
、
アメ
リ
カ
の
際
子
刀溢
水
醸
の
密

収
府
は
承
諾
の
携
え
を
み
せ
な
がら
も

港
を
承
躍
する
ζと
を
吠定
し
,庶
ち

さ
寂
ざ
敦
な
形
で
の
「反
対
」遮
幼
と

に
ア
メ
リ
カ
側
に
ζの
回
を
遍
告
レt

い
う
〈国
艮
的
憧
需
〉
の
た
め
に決
運

サ
ブ
ロ
ッ
ク
と
い
う対
.一水
艦
核
ミ
サ

を
み
あ
わ
せ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

イ
ル
を
弛
備
で
き
る
こ
の潜
水
舷
の
弟

「安
全
性
に
顕
い
あ
り
」
と
す
る
学
耐

一同
寄
港
は
九
月
二
十
八
日
願と
予
想

会
議
を
はじ
め
多
く
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

さ
れ
て
い
る
。

ム
・市
民
國
体
が
あ
り
「非
核
武
鼓
』

既
に
国
会
で
は
両
外
務
饗
員
会な
ど

を
嘔え
る
社
会
党
が
あ
り
「米
帝
に
よ

で
の政
府
遣
求
が
な
さ
れ
、
社
会
党
、
る
樋
渠
の多
角
的
核
戦
韻
攻
勢
」
を
い

総
醍
共
産
党
な
ど
が
甲
心
と
な
っ
て

う
共
産
覚
が
あ
り、
私
逼
は
ま
た
そ
れ

「器
港
」阻
止
の
カ
ン
パ
ニ
ア
も
行
な

ら
の
一面
の
正
し
さ
認め
な
が
ら
も
目

わ
れ
、
九月
以降
の
政
治
情
勢
は
こ
の

本
帝
国
主
義
の
志
向
を
見
ぬき
対
榴
力

問
題
を
軸
に
か
な
り流
動
化
つ
る
こ
と

・帝
国
主
嶺
闘
箏
の
必
饗
を唱
え
た
の

が
み
こ
ま
れ
る
。

で
あ
った
。

一年
八
ヵ
月
後
の
い
寂、
各
々
のス

ロ
ー
ガ
ン
は
い
》
ん
一足
の
正
当
さ
を

も
って
貰
ぬ
か
れ
、
ま
た
私
遣
の
そ
れ

に
も
い
さ
さ
か
の
餐
更
の
余
地
はみ
ら

れ
な
い
け
れ
ど
も
、
政
府
の
今
日
時
嶽

に
お
け
る
摘
勢
認
猷
は
、
必
然
的
に
私

産
の
側
の
主
体
的
嶽
検
を
も
冨
め
た
樹

勢
の認
識
を
も
坦
ま
る
の
で
あ
る
。

さζ
、
私
違
の
眼
前
に
は
い
ま
、
い

わ
ゆ
る
康用
ア
ジ
ア
情
勢
の
緊
迫
化
し

ア
メ
リ
カ
の
後
退と
核
兵
器
を
葡む
戦

力
増
強
と
い
う
こ
と
が
あり
、
今
圃
の

「轡
階
」
の
真
換
的背
嫉
も
モ
こ
にあ

る
と
寮
せ
ら
れ
て
い
る
が、
こ
こ
では

無
躍
を
次
湿
し
た
政
府
の
八
能
動
性〉

に
注
視
す
る
こ
と
か
ら
逼
ま
っ
て
い
き

た
い
。
〈亀
耕陣
冨
の
分
裂
V
と
い
う

政
府
の
い
み
じ
く
も
指
痢
し
た
点
に
ζ

そ
、
い
わ
ゆ
る
撤
法
状
況
に
対
し
て
私

遣
の
垂

的
績
証
を
逼
裏
る
も
の
が
あ

る
から
で
あ
る
。

新
暴
肱の
強
行
採
決
と
い
い
、
な
し

くず
し
飼核
武
強
の
拠
破
口
と
な
る
今

回
の
「摺繕
」
と
い
い罎
伝の
冥
質
的

空
洞
化
は
そ
の速
展
を
畑
す
ば
か
り
で

あ
る
が
、現
在
の状
況
は
㍉
と
く
に
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
的な
鮒
図
から
の
分析
を

必
畏
と
さ
れ
て
い
る
の
で
はな
い
か
。

憲
法
醐
美
四の
箸
串
に
示さ
れ
た
、

改
厳
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
i
的
鰐
遭
は
、
端

的
に
hち
て
近
代
化
、
福
枇
国
累
諭
、

と
い
う
ζ
と
に
絞ぢ
れ
る
で
誘
ろ
う
。

そ
し
て
ζ
れ
に
附
随
し
て
当
然
に
も
ナ

シ
ョナ
ル
・イ
ン
タ
レ
ス
トが
説
か
れ

「国
家
」
を
シ
ン
ボ
ル
と
す
る
国
民
意

識
の再
編
成
が
遣
行
し
て
い
る
ζ
と
に

庄視
レ
なけ
れ
ば
な
る
ま
い。
ζ
と
し

八月
に行
な
わ
れ
た政
府
主
穂
の
,載

没
者
岨
悼式
`
を例
に
とる
ま
で
も
な

く
.
東
京
オ
多

ピ
ッ
ク
を
メ
ル
ク
マ

ー
ル
と
し
て
の
マ
ス
・コ
ミ
の
勘
向
は

ま
さ
に
,冒
毘
6
一体
化
し
た
ナ
シ
議

ナ
リ
ズ
ム
と
近
代
化
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
i

攻
勢
と
い
わ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
当

然
に
も
、
政
府
ぱ
ζ
の
期
聞
が
罎
子
力

播
艦
閥
還
の
政
治
的
休
戦
と
し
て
成
立

し
う
る
こ
と
を
見
こ
し
て
も
い
る
の
で

あ
る
。
そ
し
てこ
う
し
た
認
識
は
¥
安

保
闘
争
時
の
ア
イ
ク訪
日
の
挫
折
と
い

う巷
い教
調
を
ふ
ま
え
て
の
こ
と
で
あ

る
にち
が
いな
い。三

と
こ
づ
で、
以
上み
て
き
たよ
う
な

「血
代
化
」
諭
と
ナ
シ
ョ
ナリ
ズ
ム
と

い
う
イ
デ
オ
ロ
ギ
⊥
双
勢
は、
現
在
の

∂政
治
指
"
陥
の
分
裂
と
大衆
還
動
の

そ
の
系
列
化
後
退
と
い
う
現
象
と
密
赦

に
関
わ
って
い
る
こ
と
は
、
特
に
指
揃

し
て
お
か
ね
ば
准
ら
な
い
。

な
ぜ
准ら
ば
、
戦
後の
平
和
運
國
、

民
主
主
鋤擁
護
闘争
の過
程
と
は、
ま

さ
に
政治
指
導
が、
市
民
王
親
11平
和

霞
法
理
念
によ
っ
て
敗戦
後空
と
な
っ

た
大
衆
の
〈
国
民
〉
慧
議
を
楠完
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
貫徹
し
た
過
程
であ
っ

た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
ζ
で
は

〈革
命
〉
の
破
岸
対
象
が
く
甲
立
V
で

あ
り
〈狸
立
〉
で
あ
り
〈
福
祉
国
家
〉

で
あ
る
こ
と
で
、
容
易
に
桐
力
に
よ
る

『近
代
化
」
と
「福
祉
国
家
」
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
に
包
摂
さ
れ
る
必
然
性
が
あ
っ

た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
π
轡必
然
性
6
を
も
っ

て
今後
も
分
製
と
後
雌
を
続
け
る
既
成

潮
流
に、
政
府
が
組
易
し
と
み
た
の
は

卓
見
とし
なけ
れ
ぱ
な
る
ま
い
け
れ
ど

も
、
い
ゼ
ん問
題は
、
この
幣
国
主
麟

自
立
過
糧
にあ
る
日
本
資
本主
義
の
双

勢
に
制括
的
な
ビ
ジ
ョン
をも
って
闘

う
部
隊
の
翌
粥
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。

八
月
に
行
なわ
れ
た
へ
新
左
翼
罐
潮

洗
に
よ
る
反
帝
雌
治
集
会
は
、
内
部
に

理
詮
的
混
乱
や
矛
層
を
か
か
え
、
組
識

的
に
も
敬

と々
し
た
い
わ
ぱ
,第
三
潮

琉

に̀
過
ぎ
ない
と
は
い
え
、
四
・
一

七
スト
失
敗
以
降
の
一定
の
流
動
下
に

あ
る
労働
運
幽に
基
盤
を
麗
め
、
昭
級

闘
争
と
し
て
の微
法
。日
韓
・反
戦
闘

争
を
囲
う
こ
と
を表
明
し
た
こ
との
意

麟
は
躍
め
ね
はな
ら
な
い
。

最
後
に
学
生選
劾
に
つ
い
て
述
べ
れ

ば
、
八
・三
鰯会
に
お
い
て、
八
甲
委

九
大
会
路
繰
に
立
脚
↓
十
二
月
金
掌
連

鑑
と
い
う
最
低
線
の
確
灘
を
し
た
に
す

ぎ
な
い
こ
と
に
不
濁
を
提
出
し
て
お
き

た
い
。
右
に
亦し
た
状
況
に
照
し
て
今

藷

襲
肇
鍵
鴨聾

衡

が
馨

か
ら
で
碧

。

一

大

学

肉蔀常
今
春以
来
掌
内
問
題
を
総
合
的
に
取

り
あ
つ
か
って
き
た
、
学
内
間
題
対
策

協
議
強は
へ
さ
る
穴
月
四
日
に
会
合
を

開
い
て
以
来、
さ
月闘
箏
、
夏
期
休
暇

等
が
聚

っ
た
ため
轟

雲

響

は

み
せ
て
い
な
い
。し
かk

葭

,秋
の
課
魑
`
を
踏
る
前
に同
対
策
協

議
会
の
活
勤
を
総括
する
必
農
が
あ

る
。
轡
以
来
広
く
取
り
上げ
ら
れ
た
学

内
間
題
を
あ
げ
て
み
る
と
①禦
閥
題
②

生
協
問
題
③
学
生
会
餌
問
題
④
↓
教圓

題
等
で
あ
る
が
、
ま
ず
Φ
繁
問
題
は
昨

年
の
漿
学紹
横
の
禦
と
り
こ
わ
し
決

定
以
来寮
単
独
で
の
対
掌
藻
、
彪生
泓

長交
渉
がお
こ
なわ
れ
て
い
た
せ
い
も

あ
っ
て
新寮
廼
設敷
地
の
碓
保
ー
熊
野

全
嫉
の
誕

祭
生
に
よ
る
新
禦
設
創

↓
尺現
。
二千
人禦
の
異
現
i
熊
野
新

繁
五
百
人
が
実現
し
ただ
け
で
あ
と
の

晃
班し
は
な
い
。水
光黄
の
大
掌
側
負

篤1209号
担
T
宋
定
、
害
田禦
跡
の碓
保
ー
未
足

簿
で
か
な
り
の
笑
緻
をあ
げ
た
と
は
い

え
、
二
千
人
寮の
冥現
ま
で
に
は
、
ほ

ど
述
く
へ
さ
し
あ
た
り現
轡笙
の生
活

が
傑
障
さ
れ
た
に
と
ど
ま
っ
た
。こ
の

よ
う
に
一ギ
人
饗
製
得
闘
勲
が後
半
低

調
に
な
った
理
由
と
し
て
はへ
闘
曇王

体
が
不
明
確
に
な
っ
た
こ
と
、
即ち
、

熊
野
新
蟹
難
設
闘
争
に
は
、
現
寮
生が

闘争
委
を
組
繊
し
梱
極
的
に
活
動
し
た

が、
自邑
の
生
活
に
関
係
あ
る
一定
の

成
果を
おさ
め
る
と
と
も
に
自
然
消
滅

し
二千
名
繁
へ向
け
て
の
闘
争
の
発
農

を
お
し
すす
め
る
圭
体
が
不
冴
と
な
っ

た
。
ζ
こ
でも
衰
わ
れ
て
い
る
よ
う
に

学
内
問
題
に
お
いて
、
長
期
的
発
展
的

な
闘
争
を組
む
こと
は
非
常
に
む
ず
か

しく
、
舖㌃
学
対協
の
よ
う
に
組
織
的

に
非
常
に
柔
55
な
も
のの
指
導
で
は
聚

り
越
え
難
い
も
の
であ
る
。

生
協
澗
題
で
は
、
法
経弟
一魁
ド
へ

の
移
転
固
題
に
と
も
な
う、
基
礎
鍬
用

の
大
学
側
負
担
、
法
経
魁下
の
全
域
の

碓
保
が
主
な
偏薫
と
准
っ
たが
、
ま
だ

交
渉
の
段
幣
で
あ
り
、
五
千
人署
名
な

ど
を
お
こ
74
って
全
生
協
組
合
員
に
支

代鎮
上ヲ
反
対
闘
争
が
組
ま
れ
、
京
都

地
域
聞
生
協と
の
合
岡
で
慮
接
開
治
、

雷
副
と
団体
交
渉
.翌お
こ
な
い
値
上
げ

実
施
の
延
期を
獲得
し
たが
、
今
後
の

交
渉
に
ょ
っ
て
そ
の
期閲
が決
窟
さ
れ

る
の
で
下
部
組
織
員
の
バ
ッ
クア
ソプ

が
ま
た
れ
て
い
る
。

③
学
生
会
鮒
間
還
で
は
へ
学
対協
に

よ
る
掌
長
と
の
団
体
交
渉
の
過
程
で
西

部
全
城
を
字
雫

職
鎖
の
郎
生
施
股
の

た
め
の
敷
地
と
し
て
利
用
ず
る
と
い
う

確
約
を
得
、
敷
地
に
つ
い
て
は何
と
か

獲得
さ
れ
た
。
し
か
し
具
体
的
な
学
餌

意
向
を
引
き
出
し
た
だ
け
であ
る
。所

が
最
力
国
凱
に
よ
る
文
部
箭
規
準
に従

った
学
生
会
館
の
般
立
が
学
校
側
で急

速
に
進
ん
で
お
り
、
漫
く
と
も
四
十
一

年
皮
に
は
予
算
化
さ
れ
る
模
様
で
あ
る

が
、
こ
れ
に
対
し
学
生
側
の
動
き
は
、

現
在
ま
で
の
学
餌
設
立
運
幼
が
、
常
に

構
遣
に
お
い
て
大
学
の
笑
情
に
即
さ
ず

智
理
運
冨回
で
非
常
に
閥
幽
の
あ
る
文

部省
規
準
と
の
闘
争
で
あ
った
だ
け
に

反
対
の意
向
が
強
い。
し
か
し
今
後
の

課
還
とし
て対
大
学
・文
部
監
折
衝
に

よ
っ
て
どれ
だ
け
学
鑑
の意
志
を
反
映

必
要
な
学
内
闘
争
態
勢

「大
学
白
書
こ
の
検
討
せ
よ

援
を
呼
び
か
け
て
い
る
が、
依
然
と
し

て
関
心
は
薄
く
今
後
の
交
渉も
難
行
す

る
見
巡
し
で
あ
る
。
こ
の
他
に㍉
牛
乳

締
釦

・

凸

額

設
立
の
見
雌し
は
、
京
大
七〇
周年
鵠

念
事
菓
の
一貰
と
し
て
夙
大
会
鮒
を
設

立
す
る
予
冠
で
あ
る
と
い
う
大
学
側
の

欝
篭

さ
せ
る
こ
と
が
出
釆
る
か
、
又
七
〇
週

年
出
念
事
菜
に
よ
る
凪大
会
館
と
の
関

運
を
どう
サ
る
か
で
、
阜
急
な
実
現
も

可
能
で
あ
る
。

④
京
大
臨
時
1
葉
教
員
嶺
成
所
問
題

で
は
、
轡
の
団
交
に
よ
って
暉
生
閲
で

は
本邸
と
の連
絡
で
改
爵
さ
れ
た
が
、

なお
四
年
制
への
移
換
、
京
大
と
の
醐

係
な
ど
で
今
後単
急
に
解
決
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ間
題
を
かか
えて
いる
。

狛
に
四
十
一年
展
に
急
潮
期
を
ひか

え
、
技
術系
学
生
の期
加
が最
近労
働

糊
簿
が
強
く
器

し
て
い
る
だ
け
に、

工
教
が
今
後
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て

く
る
可
能
性
が
強
ま
っ
て
い
る
。
し
か

し
現
在
の
上
教
改
画
運
切
が
一人
工
教

生
に
の
み
負
わ
さ
れ
て
い
る
に
つ
ぎ

ず
、
今
後
本
部
学
生
特
に
工
掌
邸
学
生

教
冒
と
の
共
闘
が
指
向
さ
れ
て
行
か
ね

ぱな
ら
な
いだ
ろ
う
。

こ
こ
に
か
かげ
た
四
つの
問
題
の

他
、
四
十
一年
展大
学生
急
増
期
を
前

に
、
新
制
大
学
制
反
の再
検
討
が
文
都

街
を
始
め
と
づる
各
文
教
関
係
機
凶
で

大
脳
に
と
り
上
げ
ら
れよ
うと
し
て
い

る
だ
け
に
今
後
の
掌内
聞
剛
を
甲心
と

つ
る
闘
φ
態
勢
が阜
急
に
たて
ら
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

各
大
掌
と
も
文
鄙
雀
に
対
す
る釆
年

展
の
概
算
疑
求
を
ほ
ぼ
終
え
、
'方
今

年
壌
1算
遇
過
分
が
お
役
所
庚
に
ぽ
っ

ぽ
つ寒
現
さ
れ
る
孚節
と
な
っ
た
。

こ
の
甲
で
文
邸
省
は
先
月
の
十
一日

今
年
展
教
育
白
盛
「わ
が
国
の
尚
等
教

脅
-
戦
後
に
お
け
る
高
等
教
禽
の
あ
ゆ

み」
と
題
づ
る
い
わ
ゆ
る
,大
学
臼

礎
4を
閣
議
に諮
り
、
近
く
こ
れ
を
発

衰
す
る
こ
と
にな
っ
て
いる
。
(白
借

の
囚
容
・
解
脱は
本紙
八月
二
十
四
日

[馨

照
)

⊃

,大
堂白
声

(全
文
A
5版
三百

二
十
ペ
ー
ジ
、
全
六
章
お
よ
び
付
章
か

ら
な
る
)
の
甲
で
文
邸
衝
は
戦
後
の
高

等
蝿
宵
(大
学
、
短
大
、
為
轡
な
ど
高

校
卒
業
後
の
教
膏
)
が
財
嵌
的
に
非
常

に
獄
弱
だ
った
ζ
と
、
そ
れ
ゆ
え
に
全

木
造
鎚
築の
四
+
二%
が
危
険
嬬
物
で

翻
器鱒巽
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器
器
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・.器
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憲
法
改
定
問
題

を
無
限
に
拡
大
し
哉
定
こ
同
2
箕
を

得
ら
れ
る
(高
柳
意
見
書
)
と
し
た
も

の
か
に
眼
ち
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
マ
ス

の

・メ
デ
ィ
ア
を
利
用
し
て
蚕
鍛
」
「

改
塞
不
畏
」
の
対
立
が
激
化
し
て
い
る

よ
う
に
みせ
か
け
なが
6
へ
過
去
追
漏

とし
て続
け
ら
れ
てき
た
な
し
く
ず
し

彗

.。

鶴
"●●"器
●●麗
●●器
認
器
驕38
●・°・・..●器綿
閥

際
理
を
さ
ら
に
充
実
し
て
ゆ
く
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
努
力
に
よ
っ
て
の
み
伝
統

の
新
鮮
な
再
生
と
真
の
自
主
性
の
実現

が
期
待
さ
れ
る
。
伝
統
と
自
主
の
名
の

も
と
に
徽
濫
の
逆
転
を
誘
致
,
る
改
定

に
対
し
て
、
私
た
ち
は
強
く
反
対
,

る
」
(田
畑
忍
氏
等
瓢
法
研
究
会
五
五

人
の
ア
ピ
ー
ル
)

レ
か
し
、
明
ら
か
に
改
徽
は
対
米
従

厩
と
労
働
省
の
極
皮
の
低
賞
金
に
見
守

れ
て賢
本
を
蓄
禎
し
朝
鮮
戦
争
に
よ
る

「符
磁
景
気
」
によ
って
飛
蹴
的
発
展

を
み
た
日
本
貰
本‡
霧
が六
〇
年
の
安

保
改
訂
を
餅
て
国家
独
占
資
本
王
義
段

園
に
入
り
、
そ
れ
によ
る
資
本
の
饗
萌

と
し
て
な
さ
れ
る
も
の
であ
る
。
蔑

成
長
政
策
と
解
放
経
済
体
制
に入
っ
た

日
本
の
贅

賃
本
に
と
っ
て
、
そ
の
内

的
矛
鱈
の
解
決
の
た
め
の
韓国
、
東剛

ア
ジ
ァ
へ
の
市
場
拡
大
-
海
外侵
陥
は

経
済
的
必
然
の
過
椎
と
し
て
出
さ
れ
て

く
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
同
時
に
敢
U

法
、
合
瑚
化
対
東
な
ど
に
よ
る
労
働
運

動
の
抑
圧
と
御
用
組
台
、
第
二
組
合
の

ね
っ
嘆

「公
共
の
裾
祉
」
の
名
目
に

よ
る
鵠
本
的
人
椎
の
圧
逗
と
国
家
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
の
滲
透
(人
づ
く
り
政
策
)

と
も
対
応
し
て
い
る
こ
と
を
姑
逃
し
て

髄

"盤
oo開鵠
90"
99●●"鱒鱒●●卿

び
構
成
の
経
緯

第
二編

憲
法
調
査
会
の
所
掌
粥
務

なら
び
に
そ
の
粗
織
運
営

第
三
縞

徽
決
湖
査
会
の
訓
査
審
議

の経
過
お
よ
び
内
窃

第
四
継

罎
漂
瀦
査
会
の
醐
査
審
議

に衰
われ
た基
本
的
問
題
お
よ
び
宙婁

事項第
五雛

簸
醍
改
正
に
幽
す
る
各
委

員
の
見
解

と
な
っ
て
いる
が
、
最
も
巡
畳
な
弟
四

っ
た
「現
行
嶽法
制
度
の
経
過
ー
騨
お

し
つ
け
醒
か否
か」
「載
争
放
桑
の
改

訂
つ犬
皇
制
」
「雄
本
的
人
穐
と
公
共

の
福
祉
」
「改
訂手
続
き
」な
ど
の
問

題
を
め
ぐ
っ
てよ
う
やく
諭
議
が
活
発

に
な
り
、
明
ら
か
に
獺法
闘争
も
新
し

い
段
階
を
迎
え
て
き
て
いる
が、
そ
れ

ら
11
進
歩
的
知
畿
人
紺
の
こと
ごと
く

が
既
得
榿
と
し
て
の
「民
主
主
欄
」を

金
糾
玉
粂
の
ご
と
く
振
りま
わ
し
て
「

フ
ァ
ッ
シ
謬
化
」
の
勤
来
を
叫
び、
戦

あ
る
ζ
と
准ど
軸
般
設
備
の
復
旧
が
極

め
て立
躍
れ
てい
る
事
翼
を
謙
湿
に
認

め
て
いる
。

ま
た今
反
の
白
哲
は
私
掌
間
魑
に
つ

い
ても
柑
当
のス
ベ
ー
ス
を
さ
き
(第

四
箪
「私
掌
の発
展
」
)
不
祠
足
な
現

状
を
秘
指々
摘し
て
いる
こ
と
は
、
全

国
堂生
の
七
割が
私
立
大
掌生
で
あ
る

と
い
う
事
笑
から
見
れ
ぱ当
然
の
こと

で
あ
る
と
い
い
な
が
ら、
こ
の
内
答

は
、
事
災
の
撒
列
だ
け
で
あ
っ
て
、
白

礎
が
,資
料
`
に
過
き
な
く
な
う
て
い

る
と
の
批
判
は
免
れ
な
い
。

第
四
郵
の
甲
で
も
、
9す
し
づ
め
教

鷲
`
,国
立
の
四
分
の
嶋の
面
濱
゜

,半
分以
下
の
教
冨
隷
6
,四
憎
の
授

業
料
な̀
ど
賢
料
を
提
出
し
た
あ
と
、

白
沓
は
そ
の
対策
と
し
て
、
「国
立
と

の
格
慧
是
止
に
っ
とめ
よ
」
「学
生
納

付
金
以
外
の
財
泳
碓
保
に
っ
と
め
よ
」

と
述
べ
て
い
る
だ
け
。
八
月
三
十
一日

文
都
雀
は
来
年
展
の
私
掌
振
興
予
鮮
と

し
て
今
年
反
四
ほ
余
円
を
十
六
憶
余
円

と
四
悩
に
増
組
す
る
よ
㌣

大
絃
省
側

に
申入
れ
ては
いる
が
、
ζ
れ
は
あ
く

駅
で
,希
曜
で̀
あ
り
、
こ
れ
が
か
な

え
ら
れ
た
と
し
て
も
米年
展が
り大
掌

生
急
潮
`
の
前
哨
戦
で
あ
る
こと
叢

慮
す
れ
ぱ
文
字
通
り
,焼
け
石
に
水
`

で
あ
ろ
う
。

翌
九
月
一日
愛
知
文
柑
は
私
掌
助
成

の
名
目
で
税
制
改
正
を
大
蔵
、
自
治
両 鰯

に
呼
び
か
け
て
い
る
。
費
子
は
①
学

佼
法
人
(私
学
)
や
青
央
毒

掌
術

研
究
法
人
に
対
し
て
器
付
を
し
た
人
の

所
得
税
を
嵯
威
す
る
②
高
簿
教
育
に
お

け
る
父
兄
の
負
担
の
軽
減
を
は
か
る
③

相
続
し
た
財
産
で
私
掌
を
設
立
す
る
場

舎
は
非
課
税
ど
す
る
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
こζ
にも
あ
く
ま
で
¥
高
等
教
育

を
民闇
に援
助
さ
せ
よ
う
と
い
う
姿
勢

は
貰
かれ
てお
り㍉
そ
の
民
聞
人
と
い

う
の
は殆
ど
は
2大
貰
本
家
6
で
あ

る
。
産
学
協
同が
、
高
等
教
育
を
産
業

予
嬬
軍
と
し
て
資
本
の叢

に
見
台
っ

た
獲
成
擾
関
と
す
る逗
期
態
で
あ
る
と

す
る
な
ら
ば
、
資
本
の
大
学
助
成
は

,資
本
`
の
研
究
とな
り易
い
のは
当

然
の
躍
で
あ
ろ
う
。
とれ
す
ぱ大
資
本

家
の
高
算
教
育
助
成
は
そ
の
税
金
の減

免
は
「資
本
の
攻
勢
の
た
め
の
税
の誠

免
を
」
と
呼
び
か
け
る
こ
と
に
よ
っ
て

[大
寒
の
讐

歪
垂

い
え
よ

う
。寂
た前
訟の
④
は
夢大
学
生
急
増

期

の̀
払
藝

を
助
け
る
螂
き
も
す

る
。全
国
的
に
私
立
高
校
は
,筒
校
生

急
畑

の̀
波
に
乗
って
乱
立
し
た
が
こ

の
波
の
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
現
在
私

立
商
枚は
そ
ろ
って
、
「私
立
短
大
」

に
に
わ
か
造
り
的
に
移
行
さ
せ
る
こ
と

を
語
え
て
い
る
。
ζ
れ
に
際
し
て
の
大

学調
舳は
従
米
の
高
鞭
教
投
を
,昇

遣

さ゚
せよ
う
と
いう
袖
校
す
ら
現
わ

れ
て
い
ると
いわ
れ
る
。

以
上
の
ζ
と
を港
慮
し
た
場
台
、
文

部
省
の
さ
き
の
呼
び
かけ
は
、
国
で
助

成
づ
る
ぺ
隻
厭脅
横
幽
を
大
資
本に
よ

り
た
易
く
行
な
わ
せ
る
こ
と
を
目
讃
で

い
る
と
も
朔
解
で
潅
よ
う
。

さ
て
ワ大
掌
白
轡
`
が
そ
の
原
案

(今
年
六
月
段
隈
)
で
計
幽
し
た
十
万

人
増
の
討圓
は
自
民
党
文
敦
醐
査
会
や

文
部
省
の
「高
簿教
實
研
冤
会
」
の
一

部
冨
僚
の
た
め
に
つぶ
さ
れ
た
た
め

,白
面
`
に
競込
む
ζと
が
で
き
ず
、

そ
の・う
え
八
月
三
+
一日
文
部
繭鞘
炭

で
は
四
十
一、
二
年
ぼ
倉
わ
甘て
幽バカ

七
千
人
坦
に
卿
え
る
ζ
と
に
な
っ
た
。

去
る
三
十
セ壌
の
,画
杖
生
急
増
対

策
`
の
時
と
全
く
圓
じ
ド
ラ
マ
を
又
部

省
が
演
ず
る
結
巣
と
な
った
。

政
府
懸
繁
の
「大
学
の
響
埋
と
運

営
」
に
つ
いて
,白
畜
`
は
先
年
の
中

お

い
し
さ
と

気

易

さ

で

評

判

の
店

両
知
の
よ
う
に
内
閣
の
憲
該醐
査
会

は
虫
る
七
月
三
日
、
叢法
改
定
に関
3

る
最
終
報
偶讐
を
敵
府
に
捷
出レ
、溺

七
俸
闘
に
わ
た
る
そ
の
活
勤
を
完
了し

た
。
既
に
七
年
前
「劇
査
会
法
案
」
の

違
簿
性
を
め
ぐ
って
激
し
い
批
判
が
超

喰
敢
憲
雲
轟上
睾

る
支
配
省

側
は
社
会
寛
の
ボ
イコ
ッ
ト
に
も
か
か

わち
ず
強
引
に
調
蚕
蚕
を
設
立
し
た
の

で
ある
が、
以
後
■
査
会
は
圧
倒
的
な

改
蟹派
の
多
薮
で
鯨
成
さ
れ
つ
つ
「改

憲
ム
ード
」
の醸
戚
に
努
め
て
き
た
の

は
、
公
聴会
阻
止
闘
争
な
ど
を
通
じ
で

明
ら
か
に
され
て
いる
と
こ
ろ
で
あ
る

確
か
に
調
査
会内
部
で
も
イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
的
相
逸
はあ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

そ
れ
が
嵐罰
会
長
の
憲
見
轡
、
八
木
・

颪
田
・愛
知
簿
十七
委
員の
響
名
で
醐

葦
会
に
提
出
され
た
「憲
法
改
正
の
方

向
』
と
逆
す
る
憲見
窃
、富
毒
懸法
醐

轟

茸
柑
公
譜
な
どに
象
讐
れ

る
よ
う
に
、
改
緻
の
当
然性
を
前
提
と

し
た
も
の
か
、
あ
る
いは
麹
智憲
法
を

支
茜
し
つ
つ
も
い
わ
ゆ
る米
英
型
百
「

助
的
矯
法
観
」
に
立
っ
て解
釈
と
遮
用

「憲
法
」
本
体
の
具
体
化

3
三
胃器
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的
な
「纈
法
の
空
澗
化」
を
いん
ぺ
い

し
既
成
の
事
築
と
し
て認
め
さ
せ
、
抽

象
諭
畿
に
国
墨
の
エ
ネ
ル
ギ
ーを
費
す

こ
と
に
よ
って
自
民
を
自
dの
土
俄
に

嵐
唇
込
も
う
と
雪る
吝
署
の
巧
妙
准

手
殿
に
他
准
ら
な
い
.

報
告
欝
は
本
文
五
謡
と
何厨
文盛
か

ら
成
って
い
る
が
、
本
又
の
綱
目
を
み

る
と第
幽艦

憲
濫
醐
葦
象
の
絞
ほ
お
よ

調
査
会
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
把
握
を

鱗
五
編
で
は
結
朗
を
明
ボ
せず
、
多
数

派
・少
赦
派
と
そ
の
塊
飴
的
根拠
を
明

ら
か
に
す
る
に
止
め
て
い
る
。し
か

し
へ
先
述
の
よ
う
な
劇
葦
会
の
性絡

が
隅
嵩

域
を
謡
え
る
ζ
と
は
あ
り
え

ず
、
そ
れ
が
改
徹
阻
止
の
た
め
の
・資

料

に̀
は
な
り
え
て
も
、
イ
デ
オ
ロ
潔

1
的
止当
性
を
魂
め
が
た
い
と
は
委
員

の佐
藤
功
氏
さ
え
哨
苫
し
て
い
る
。
こ

の甜
査
会
の
詞
議
を
雌じ
て
争
蝋
と
な

器
鑛
機
甥
翻
誌
猶

て
いる
の
は
大
き
な
醸
り
と
欝わ
ね
ば

な
る
嶺
い。
「日
本
で
は
自
衛
隊
が
強

く
な
っ
てき
た
場
倉
に
巣
欄を
国
民
的

立場
、
市
民
的
立
場
か
ら
コン
ト
ロ
ー

ル
す
る
だけ
の構
え
が
な
い」
(武
谷

三
男
氏
)
「私
たち
が
纈法
に
っ
い
て

努
力
す
べ
き
課
題
は、
戦
争
直
後
に決

意
し
た
国
民
王
櫨
、
人
櫓
、
乎
和の
三

本

鱈

三
条
木
屡
町

⑳
二
三〇
八

別
葉

爵
御
雫

ル
⑬
の
。五
諮

露
攣
舗
緯
窮
難
「 現

され
るζ
と
が瓢
ま
し
い
」
と
し
て

お
り、
大
掌
覧
蝿法
案
に
対
ず
る
大
学

人
学
生の
反
対
塘
剛、
時
の
学
術
会

議
、
国
V天
学
協会
の慰
見
も
全
く
黙

殺
し
去
っ
て
い
る
の
は、
大
暫
法
制
度

の
犠
み
を
待
っ
て
い
る
ζ
と
をは
っ8

り
.ホ
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

」白
血
`
の
唯
噂の
積樺
的窟
彪
ほ

学
生
遣
則
対
鍮
で、.運
副
が終
戦
彼
の

生
浩
梱
に
根
ざ
し
た
も
の
から
、
敷
治

的
な
も
の
へ
移
る
に
従
っ
て
不当
なも

の
に
強
っ
て
き
て
い
る
の
で
、そ
れ
を

本
米
の
姿
に
庚
す
こ
と
が
蜜
ま
し
い
と

い
う
の
が
そ
の
饗
冒
で
あ
る
。

政
肘
、
独
占
貸
本
が
す
で
に
初
等
、

,
等
教
宵
か
ら
後
期
甲
簿
教
禽
ま
で
を

そ
の
糧
刀の
も
と
に
紺
み
し
い
て
か
ら

久
し
く
へ
は
っ8
り
と
大
学
に
そ
の
手

を
伸
は
し
始
め
て
か
ら
も
五
年
を
経
よ

う
とし
て
いる
が
、
大
伊
双
勢
の
た
め

の
立
版化
は
いま
措
く
と
し
て
も
、
教

脅
目
画
に
つ
い
て
だ
け見
ても
、
一昨

年
の
い
わ
ゆ
る
,教
有
投
資
諭
`
から

初
の
,大
掌
日
密
6
に
歪
る
幽程
には

全
教
甫
曲
羅
に
対
事
る
賢
本
の
あ
くな

さ
権
勢
の
波
が
あ
か
ら
さ
ま
に
鋸
量
さ

れ
て
いて
、
今
週
ま
で
続
い
た
文
剖
省

労
鋤
徳
の
「文
糾
系
期
員
是
か
非
か
」

の勘
鮪と
共
に
興
昧
が
も
た
れ
る
。

政
肘
"
資本
累
の
大
掌
攻
勢
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
,文
掌
日当

と̀
し
て
は
っ

一き
り
示
さ
れ
た
以
上
、
こ
の秋
は
大
学

一人
・
笙

が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場か
ら
・

同
臼
西
の
内
窃
に
つ
い
て
襖
討す
る
ζ

と
は
決
し
て
鎌
駄
な
ζ
と
で
は
あ
るま

く
長
・元
V

南
ア
ジ
ア
状
勢
と
長
期
的
核
戦
略
体
制

を
背
景
と
し
て
、
今
時
の
潔
福
綴
捲

正
式
受
硝
」
が
行
な
わ
れ
た
も
の
だ
け

に
、
日
本
の
今
微
の
軍
願
・経
族
面
で

の
妨
唇
の
根
本
的
准
蟹
因
と
な
ら
ざ
る

を
得
な
い
。
経
め
面
で
は
、
今
年
四
月

一日
I
M
F
八
条
閣
移
行
、
ま
た
三
～

六
月
行
な
わ
れ
た
国
連
貿
易
開
発
会
議

に
お
いて
、
ア
ジ
ア
の
一員
で
あ
り
な

が
ら
そ
の
グ
ル
ー
プ
に
加
え
ら
れ
ず
西

欧
グ
ル
L
プ
に
加
入
し
た
事
など
に
衰

わ
さ
れ
て
い
る
様
に
、
従
来
の
ア
メ
リ

カ依
存
か
ら
西
駅
も
笛
め
た
い
わ
ゆ
る

「国
際
貿易
の輿
台
」
に
獲
場
し
熾
烈

な帝
国
王
鰭
観争
の
甲に
立
た
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の様
専
璃
で
今

突
質
的
な
賦
的
力、
東爾
ア
ジ
ア
市
場

の
摂
得
が
さ
し
せ
眼
っ
些
問
題と
し
て

あ
り
、
ζ
れ
を
ハ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る

ア
ジ
ア
に
お
け
る
軍
串
的
優
位
を
必
農

と
し
、
嗣
太
平
洋
の
S
E
A
T
O
に
対

し
、
台
湾
、
簡
国
を
台
む
北
太
平
洋
条

約
機
構
の
盟
王
と
な
る
こ
と
を
踏
か
に

指
向
し
て
い
る
。
今
時
の
漂
潜
裾
港
が

ζ
の日
本
の
急
超
な帝
国
主
麟
化
への

一な
く
ては
堀ら
准い
布
石
と
し
て
お
こ

な
わ
れ
た
事
は、
新
た
に指
摘
す
る
に

は
お
よ
ぱ
な
い
ほ
ど
で
ある

こ
の
よ
う
に
とら
え
て
来
る
と
「原

安
保
体
制
下
の
矛
盾

政
府
の

.能
動
性
ノに
注
視
を

は
なら
な
いだ
ろ
う
.
こ
の
よ
う
な大

状況
識
的
視
点
に
立
つ時
、
「護
簸
」

「謙
法
完
全
秦

」の
ス
ロ↓
〃ン
は
一

穐
の
ユー
トピ
ア
的
発
想
に
過
ぎ
ない

最
後
に嶽
法
闘争
は
七
月
三
日
の
最

経
懇
盲以
米
よう
や
く
運
劇の
た
か
裏

り
を
見
せ
はじ
め
て
いる
が
、
労
働
運

動
の
弱
体
化
、
社
共
のセ
ク
ト
的
利
岩

安
保
共
閉
余
議
の
内
部抗
争
准ど
によ

って
発
展
は
困
難
を
棲
め
て
いる
。
三

日
に
は
日
本
罠
王
法
律
化
協憂
が
「調

査
会
の
報
告
に
合
遷

正
当
性
を
認

め
な
い
」
旨
の
虐
明
を
発
衰
し
、護
懲

逼
合
も
果
暴芝
公
園
で
集
会
を
開
き
干

人
の
参
珊
壱
を
み
た
。
一方
学
生
運
勤

で
は
東
熟

京
郵
な
ど
で
改
臓
阻
止
の

学
生集
会
が
平
民
学
連
を
隊
く
各
派
で

開
か
れ
、
八
月
二
、
三
日
に
は
京
郡
・

大
阪
で
労
働
煮

学
生
簗
会
が
行
な
わ

れ
反日
共
の
9大
同
団
紬
`
の
端
繕
が

開
かれ
たが
(八
・二
・三
集
会
に
つ

い
て
は本
紙
一
一δ
五
～
ご
δ
七
秘

場
を
轡照
)
今後
の
見
、爆し
は
決
し
て

明
る
く
な
い
。
いず
れ
にせ
よ
今
後
の

懲
濫
闘
争
が
反
柚
力
とし
ての
「改
微

に

阻
止
」
闘
争
と
し
て
明確
にさ
れ
な
い

限
り
縫
力
に
肉
廻
す
る
こ
と
は難
か
し

い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

〈
捨
〉

核
潜
艦
寄
港
問
題

政
府
は
、
去
る
八
月
二
十
八
日
、
昨

年
冒
月の
ア
メ
リ
カ
の
蟹
調
以
来
一年

九
ケ
月
目
に
、
突
然
米
原
子
力
潜
水
繊

の
嶽
階を
止
式
に
受
夢

る
ζ
と
に
決

定
k

今
月
朱
か
超
く
と
も
十
月
甲
に

は
現
炎
に
原
瀦
の
冨
溢
が
お
こ
な
わ
れ

る
は
ζ
びに
な
った
。

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
大
統
領
選
挙
は

民
圭
冤全
国
大
会
も
賛
って
あ
ま
す
所

ニ
ケ
月の
終
盤
戦
に
入
り
、
響
に
は
米

の
マ
ス
コミ
摂
ジ
ョン
ソ
ン
楽
勝
の

鴉
難
黙
凱
羅
靴馳

世
界
各
所
に顕
在
化
し
は
じ
め
て
い
る

現
在
、
米
の土
な諭
調
は
、
「ゴ
ル

ド
ウ
堵
ー
ター
が
ど
こま
で
ジ
置ン
ソ

ン
を
滋
い
上げ
る
ζと
湧
出
米
る
か
」

と
宮
う
辰
現
が
現わ
れ
はじ
め
西嗣
部

保
守
層
を
導
点
と
し
て
聚
北
秘
にも
し

だ
い
に
に
じ
り
よ
り
を
蛇
せ
て
い
る
ゴ

ー
ル
ド
ウ
ォ
ー
タ
ー
に
対
し
未
知
戴
の

評
価
を
め
た
え
る
よ
う
に
変
化
し
て
い

る
。
ζ
の
事冥
は
、
先
に
も
の
べ
た

よ
う
に
、
E
E
G
の
台
剛
翁
に
こ
の

轡
いら
い明
確
化
し
て
米
た
。
フ
ラ
ン

スの
世
界
政
策
と
の
ま
っ向
か
ら
の
対

立
、ま
た最
ぬ鈍
に
動
き
を
沽
発
に
し

て
い
る
用
ベ
ト
ナ
ム状
勢
とフ
ラ
ン
ス

の
発
6幟
(甲
立
化案
)の
強
化
と
言

った
慰
界
状
勢
に
みら
れ
る
ア
メ
リ
カ

の
後
継
こ
れ
ら
が
ゴ
ルド
ウ
オ
ター
に

十
の
材
料
と
74
っ
て
いる
ため
で
あ
る

こ
の
よ
う
な
状
猷の
中
で
ジ
ョン
ン

ン
米
大
統
楓
に
か
けら
れ
て
いる
こ
ζ

二
ヵ
月
の
罎
題
は
「甫
ベト
ナ
ム状
勢

の
現
状
維
封」
が
王
たる
も
のと
な
っ

て
い
る
事
は
寄
易
に
浬解
で
きる
。ゴ

ジ
ン
ジ
ェム
搬
以
米
の
ベト
ナ
ムの

動
き
が
小し
て
い
る
よ
う
に米
の援
朋
r

に
よ
る
回
按
の
内
敵
強
化
が、
す
べ
て

pう
ら
目
`
に
出
て
い
る
現
在
、
米
に

残
さ
れ
た
手
は
7
『

一歩
後
泌
し
て

東
閑
ア
ジ
ア
の
バ
ック
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

強
化
、
す
なわ
ち
、
極
購
載
略
体
劉
の

肉編
成
以
外
に
考
え
ら
れ
な
い
。

今
日
にお
け
る
核
戦
騒
に
占
め
る
原

麟
の比
颪
は鹸
大
と
い
わ
れ
て
い
る
が

前
述
の
再綿
旗
が、
こ
れ
を
甲
心
と
し

て
行
な
わ
れ
る
ζと
は
、
九
月
か
ら
ポ

ラ
リ
ス
灘水
駈
「ダ
ニ
エル
・ブ
ー
ン

母
」
(七
千
メ
)
が太
平
洋
に
配
備
さ

れ
、
今
年
単
に
際
潜七
隻
が
坦
強
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
覇
炎を
み
ても
閉
ら

か
で
あ
る
。
米
の
長
期
的
な際
擶
に
よ

る
核
戦
踏
計
圃
は
、
攻
掌
用
尿
子
力
潜

水
艦
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
鮪
に
戦

照
的
で
あ
る
ボ
ラ
潜
増
弛
に
滋
蝋
を
お

いて
お
り
、
現
在
+
六
隻
(ボ
ラ
潜
)

を
一九
六
七
年
まで
に
四
十
一隻
巴
役

の
蹴
圃
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
太
平
洋
戦

}路
体
制
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
も
の
は
二

戦
隊
(一戚
隊
八
～
九
災
)
で
基
地
と

し
て
は
グ
ァ
ムと
日
本
に
な
って
い
る

潜
謹

が
単
に
安
全
煤
の
問
題
に
と

ど
票
ら
ず
、
丞
フ
劇
の
蜜緬
の
荊
哨
で

あ
り
、
何
よ
り
も
現
罎
法
に
お
け
る
、

日
本
の
立
場
を
、
塞
貿
的
に
大
き
く
再

展
帝
国
主
鵡
化
の
方
向
に
転
向
さ
せ
る

起点
で
あ
る
ζ
と
を
躍
識
せ
ざ
る
を
得

な
い
。し
か
し
現
突
の
各
政
党
濁
に
た

た
か
わ
さ
れ
τ
い
る
論
議
堅

主
に
①

安
全
性
問
題
②核
兵
器
持
ち
こ
み
閥
題

③
窪
憬
体
制
閻題
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん

ζ
れ
ら
そ
れ
ぞ
れ
の視
点
は
、
原
潜
寄

問
題
の
袖
つ
多
様
な
側面
と
河
ら
かの

関
僚
を
拘
つ
も
の
であ
る
が、
ト
ー
タ

ル
な
視
嶽
を提
出
し
て
いる
も
のは
な

い
.
マ
ス
コ
ミ
の
論
調
にお
い
て
も、

赦
府
受
諾
の
お
こ
な
わ
れ
た
八月
二
十

八
日
前
後
二
、
三
日
藺
安
全
性
を
甲
心

と
し
て
繭
じ
ら
れ
た
に
づ
ぎ
ず
そ
の
後

は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
一色
で
あ
り
、
週
刊

一誌
で
も
、
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
九
月
八
B
暑

委

蓄

界状箒

で蓬
に
少
し
見
る
べ
き
記
事
が
あ
る
の
み
で

他
は
同
じ
く
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ム
L
ド
一

色
で
あ
る
。

(元
)
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新
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学
〒期
大都

迅 速 かつ 正 確 な 報 道

学内唯一のマスメディア/
週 刊 京

◆本部正門・有宿会前・図書館前・吉田正門・吉田雌 ・西部食堂・医学部雌 ・北部食堂にて無人スタンド販売

4ペ ー ジ15円

大 学
◆定期郵送購読もあります{一年聞

振 替 京 都3909京

特殊鋼 の
従 業員 数8,600名資本金80億 円

(20)5川(代 表)

(501)5飾1(代 表)

名古屋市中区園井町霊一1(興銀ゼル)
東京都港区芝南佐久間町1-46(大 同ビ〃》

◇從繋員数 ム600名(う ち大掌卒ユ50名)
◇営梁晶8繊 維機械 ・工作機械 ・工業

用スティールキャビネヅト
◇操用苧寵学郁 法 。経済・経営 ・商学部
◇応寡方法 原則として大学経由。

(直接当社へご連絡く
ださっても結構です)
◇靭任給 月額2ZOOO円

◇配■ 総難・経理 ・営業・資材
◇寮・社宅 各工場 ・事業場に完備
◇遮絡兜 京部市南区吉祥院落合町103

労務課へ。電話京都69・9141

村田機械株式会社
吉祥院・伏見・犬山(愛知)東京・大阪・名古屋・金沢

世界に伸びる村田機械
意欲あふれるあなたに期待する

,

392


